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 【１．タイトルの作成】 

「現場日報管理」システムを起動します。 

下図のウィンドウが開くので、「タイトル」「契約日」「工期開始」「工期終了」「契約金額（税別）」を入力してくだ

さい。 

（一旦登録した後、修正がある場合は画面上「修正」ボタンを押すしてください） 

画面左上「新規作成」ボタンをクリックしま

す。 
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 【１．タイトルの作成】 

タイトルを作成後、画面上「環境

設定」クリックしてください。 

ウィンドウが開くので、左のように

数量の桁数を「少数第２位」にし

てください。 

また、労務算出の入力方法につ

いてチェックを入れます。 

・原価管理をメインに行いたい場

合は、「日報の労務を人数で入

力」にチェックを入れます。 

・日報管理をメインで行いたい場

合は、時間あたりの労務算出を

行います。 

※このマニュアルでは「日報の労

務を人数で入力」します。 

環境設定終了後、画面左下「機能選択」をク

リックし、「予算入力」画面へ移動します。 
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 【２．実行予算の作成】 

予算入力を行います。画面上「予算取り込み」ボタンから、積算データまたは、工種ツリーを読み込むことができま

す。 

予め「台帳管理」にて積算データ等を利用した「工種作成」を

行っておくと、「台帳で作成したデータの取込み」が可能です。 

「工種作成」機能については、別紙の「工種作成（積算データ

活用及び工種体系ツリー活用）マニュアル」を参考にしてくださ

い。 

【工種作成機能とは？】 

各社積算システムから出力されたデータを利用し、施工管理

基準の絞り込みや、材料、労務、機械、工事概要などのデー

タ（数値）利用が可能です。 また、積算データが無い場合で

あっても、設計書を元に、工種ツリーや施工管理基準の絞り

込みが可能です。 
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 【２．実行予算の作成】 

「台帳で作成したデータの取

込み」を行うと、左のウィンドウ

が開きます。 

積算データを利用している場

合は、各歩掛の要素（労務・

機械・材料・外注）も反映さ

れます。 

ウィンドウ下の「設定」ボタン

から取り込んだ要素をマス

ターに登録するかどうかの設

定を行うことが可能です。 

「実行」ボタンを押すと、工種ツリー、数量、単位、単価（各歩掛の要素）、金額の情報が反映されます。 
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 【２．実行予算の作成】 

「単価一括更新」から実行予算の単価

に変更できます。 

下図を参考に単価を入力してください。 
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 【２．実行予算の作成】 

現場の施工体制に応じて、予算の内容を変

更することができます。 

【例】側溝工（プレキャストU型側溝）を外注

ではなく、直営で行う場合。 

まず、２３行目の「プレキャストU型側溝」をク

リックします。 

費目「外注」の行を選択し、「行削

除」を行います。 

次に「労務」ボタンを押してから、「行

追加」を行います。 
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 【２．実行予算の作成】 

労務の名称（ここでは普通作業

員）、単位、単価、数量を入力

します。 

同様にして、行を追加し、別の

項目を追加します（ここでは労務

～「世話役」を追加） 

機械を追加する場合は、「機械」

ボタンを押した後、「行追加」を

行ってください。 

※行を右クリックで「材料」「労

務」「機械」「外注」「経費」の行

を追加することもできます。 

その後、機械の名称（ここではク

レーン仕様バックホウ）、単位、単

価、数量を入力します。 



 

－9－ 

 【２．実行予算の作成】 

直接工事費の作成が終了後、経費の作成を行います。 

一番下の行を選択している状態で、画面上「項目追加」をクリックしてください。 

「項目追加」ウィンドウが開きます。 

ツリー項目にチェックを入れて、予算入力画面に

反映させることが可能です。 
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 【２．実行予算の作成】 

「項目追加」ウィンドウ左下の

「共通仮設」より、運搬費、

準備費、安全費などの項目

を追加します。 

チェックを入れた項目が下の行に

追加されます。 

直接工事費の場合と同様に、材

料・労務・機械・外注・経費に分

けて、予算を計上してください。 
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 【３．日報（実績数量）の入力】 

機能選択より「日報入力」に切り替えます。 

【日報入力時の日付について】 

当日の日報を入力する場合は、画面上「日報入力」をクリックしま

すが、遡って過去の日報を入力したい場合などは、該当する日付の

列をダブルクリックします。 

「日報入力」または日付の列をダブルク

リックすると、「工種選択」ウィンドウが開く

ので、作業を行った工種にチェックを入れ

てください。 
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 【３．日報（実績数量）の入力】 

まず、当日の作業内容・工

種別出来高を入力します。 

工種行を選択した後、出来

高数量もしくは進捗率を入

力してください。 

次に、実績数量を入力しま

す。 

ウィンドウ左下の「予算」ボタ

ンから「予算表示」をクリックし

てください。 
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 【３．日報（実績数量）の入力】 

「予算表示」ウィンドウ内で、当

日に発生した材料・労務・機械

等の項目を選択します。 

キーボードのＳｈｉｆｔキー、もしくは

Ctrlキーを押しながら、まとめて選

択することが可能です。 

選択が完了したら「追加」ボタン

を押してください。 

当日の作業に該当する項目（材

料・労務・機械・外注・経費）が

反映されているので、実績数量

を入力してください。 

なお、予算に計上されていない

材料や機械が発生した場合は、

「行追加」を行い、実績の単価・

数量を入力可能です。 

同様にして、材料や機械の実績数量も

入力します。 

入力が完了したら「戻る」ボタンを押してく

ださい、 
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 【４．確認画面】 

選択している工種の予算金額と実績金額が表示されます。 

画面左下「進捗率を考慮する」ボタンを押すと、日報入力時の進捗率を考慮した予算金額と実績金額の表示に

なります。 


